
要申込！要申込！
申込み

方法は
裏面を

ご覧く
ださい

。

10月7日 14:00-16:30〔土〕

自分らしく働く
第３回アステップむろまち実践報告会

主催・お問い合わせ

会場 60名/WEB 100名

京都経済センター  6階  B会議室
京都市下京区四条通室町東入函谷鉾町78

日時

会場

定員 参加費 無料

2023年

医療法人博友会 就労支援センター アステップむろまち
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対象者

▼ 働きたい気持ちのある方（ご本人・ご家族）

▼ 医療機関・支援機関の方

▼ 企業の障がい者雇用担当の方

〒604-8165  京都市中京区室町通三条下ル烏帽子屋町493
 TEL：075-744-1214　URL：http://www.astep-muromachi.com

先 着 順

精神・発達障がい

対 談
14:05~

第 １ 部 「医療と企業の視点から見る就労」

谷垣信也氏
元オムロン京都太陽㈱ 社長

丸井規博氏
まるいクリニック 院長

就職した当事者の方が登壇され、具体的な体験談を話していただきます。

就職するまでの支援や、就職者と職場の方、支援者を交えて、
障がいのある方の「自分らしさ」を活かした就労支援の実践を報告いたします。

実践報告
15:10~

第 ２ 部 ① アステップむろまちの支援
②株式会社グリーンヘルスケアサービスの就職事例



F A X 参加申込書　　075-252-0055

（ ご本人／ご家族／支援機関／企業担当者／その他 ）

※WEBで参加の場合は、ZOOMで表示されるお名前をご記入ください。

※会場参加が定員に達した場合、WEBでの参加をお願いする可能性があります。

□ 会場で参加（先着順）　　　□ WEBで参加

参加者氏名
（フルネーム）

参加方法

電話番号

メールアドレス

所属・企業

FAX
の場合

お申込み方法

10月1日〔日〕

● お申込みいただいた方には、主催者より自動で返信メールが届きます。
● お申込み後１週間以上何も返信がない場合、お手数ですが、再度お問い合わせください。

お申込みの際いただいた個人情報は、当報告会の運営管理の目的にのみ利用させていただきます。 

参加申込み締め切り

メール
の場合

QR コードを読み取り、お申込みフォームにご入力後、送信

お申込みフォームをご利用ください。

参加申込書の必要事項をメールにご記入後、送信
info@astepmuromachi.com

参加申込書に必要事項をご記入後、送信
075-252-0055

必 須

必 須

必 須

必 須

丸井規博　ご略歴
1975 年　京都大学法学部中途退学
1981 年　鳥取大学医学部卒業　同年大津赤十字病院神経科にて研修
1986 年　京都大学医学部精神神経学教室助手
1998 年　まるいクリニック開院

現在、京都神経精神科診療所協会理事、京都発達診療研究会ネットワーク会長、
京都障害者雇用企業サポートセンター「精神科医による個別相談会」相談医師

著書　「臨床精神医学講座第 10巻」（共著、中山書店）
「精神医療の抜本的改革に向けて」（共著、悠久書房）
「木景療法」（共著、創元社）

論文　「薬物依存における人格要因の研究」「学会認定医制をめぐる問題点の整理と提言」
「精神科救急医療からみた入院と連携－診療所で何ができるか」の他、慢性脳炎、
頸部ジストニアに関するものなど。

谷垣信也　ご略歴
1955 年　京都市生まれ
1978 年　立石電機㈱（オムロン㈱）　入社

ソフトウエア設計、CSR 推進、人事系企画、内部
監査

2013 年　オムロン京都太陽㈱へ出向、社長就任
2015 年　オムロングループを定年退職
2016 年　京都ジョブパーク

京都障害者雇用企業サポートセンター
常勤の実践アドバイザー

2019 年　NPO法人全国精神保健職親会　理事
2021 年４月　京都ジョブパーク

京都障害者雇用企業サポートセンター
非常勤の実践アドバイザー

アステップ
むろまち
とは…

障害者総合支援法に基づく「就労移行支援／就労定着支援」の事業所です。一般企業で働きたいと思う方が、就労
に必要な様々なスキルを身に付ける専門学校のようなところです。就職後も、安定して長く働き続けるために必要
なサポートを継続して行っています。
京都府内で唯一、精神科クリニックが母体の事業所で、スタッフは全員精神保健福祉士または作業療法士です。
障がいのある方の「自分らしく働く」を支援し、医療との連携や生活面のサポートにも力を入れています。


